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要約
上場台地の土壌改良を目的に、緑肥作物であるへアリーベッチ (ViCIavI!!osa Roth.)および赤クロー
パ(丹jfoJjumIncamatum L.)を栽培し、その地上部残濯のすき込みによる土壌への窒素補給効果を調
査した。両緑肥作物を2006年11月4日に本研究センター実験臨場(唐津市神田)において嬬種し、 2007
年5月26日に地上部をサンプリング調査した。サンプリング謂査後の5月29日に地上部残濯を土壌にすき
込み、 6月20Bにテスト作物としてトウモロコシを植えた。その結果、両緑肥作物とも旺盛に成長し、最
大地上部乾物重は1平方メートノレ当たり赤クローパで1068g、ヘアリーベッチで703gであった。両作物
の植物体窒素含有率を測定したことにより、地上部残濯を土壌にすき込んだ場合、土壌への窒素補給量は
1平方メートル当たり赤クローパで18.5g、へアリーベツチで12.5gと推定された。さらに、すき込み後
にトウモロコシを植え、トウモロコシによって吸収された窒素は1平方メートル当たりコントロール区(繰
肥すき込みなし)の約3.1gに対し赤クローパ区では約9g、へアリーベツチ区では約9.3gであり、緑肥
すき込みによって補給された窒素の30~ 50%が直後のトウモロコシによって再利用されていることが明
らかになった。
Summary 
The objective of this study is to improve the soil fertility in Uwaba area by cultivating the 
manure crop， such as crimson clover (行ifoJI・umIncamatum L.) and hairy vetch (ViCIa vIJJosa 
Roth.) . Two crops were sown on November 4， 2006， and were incorporated on May 29， 
2007. The soil fertility was evaluated by sowing corn plants after the incorporation of manure 
crops. The dry matter production was higher in crimson clover (cv.l068gjぱ)than in hairy 
vetch (cv.703gjぱ).The nitrogen accumulation by the incorporation of crimson clover and 
hairy vetch was estimated by 18.5gjぱ and12.5gj ぱ respectively，based on their nitrogen 
contents. Furthermore， the nitrogen assimilated by corn plants was 9.0gjぱ and9. 3gj rf by 
the incorporation of crimson clover and hairy vetch， respectively， compared with 3.1g in 
control. 
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1 .緒言
近年、わが国の農業は化学肥料や農薬を大量
投与により農業生態系や人体に及ぼす影響が問
題となっているため、環境調和型農業への関心
が高まっている。これをきっかけに、有機栽培
や減肥・減農薬栽培(し、わゆる特別栽培)によ
る農業生産システムが全国各地において推進さ
れている。
緑肥作物は、その作物残澄を土壌にすき込む
ことによって、土壌への有機物補給、土壌物理
性の改善、本作物への病害および雑草発生の抑
制、時には農村の景観美化などの目的で栽培さ
れている(尾形ら、 1986、橋爪、 1995)。緑把
作物として従来よく用いられるものは、マメ科
(レンゲ、クローパ、ベッチ類)、イネ科(エンバク、
ライムギ、ソルガム)、アブラナ科(ナタネ)な
ど多種多様にみられるが、土壌養分の補給目的
であれば、イネ科作物やアブラナ科作物よりも
マメ科作物のほうが良いとされている。その理
由には、マメ科作物は根粒の窒素固定作用によ
り、窒素同化量が多く、 C/N比が低いため、す
き込み後にすぐ後作物の養分になりやすいこと
があげられる(橋爪、 1995)。また、マメ科植
物においては鉄溶解作用の大きいマロン酸及び
クエン酸の含有量が多く、鉄の可動化と同時に
鉄と結合しているリンを可給化する作用がある
ともいわれている(宮口・原田 1969、 宮口・
片山 1982)。
佐賀県西部上場地区においては、昭和48年か
ら開始された土地改良事業によって新たに開拓
された農地も含め、もともと玄武岩由来のおん
じゃく土壌が多く、一部花踊岩由来のまさ土も
ある。これらの土壌は、物理性が著しく悪く、
過乾燥・過混および土壌浸食性が高い上、比較
的有機物含量が少なく肥沃度が抵い(日本土壌
肥料学会九州支部、 2004)。このような農地で
の生産性を上げるためには、堆肥や緑肥作物の
導入による土壌改良の必要性があるとされてい
る(芝山、 1995)。一方、近年の後継者不足に
よる耕作放棄の農地も増えてきており、そのま
ま数年も放置されれば、荒廃して農地としての
機能を持たなくなる危険性もある。そこで、本
研究では、上場地域の農地改良および保全を目
的に、生育が旺盛でかつ窒素問化能力が高いマ
メ科緑肥作物を導入し、それらの土壌への有機
物補給効果を調査した。
2.材料および方法
1 )緑肥作物の栽培
本実験では、マメ科緑肥作物の中で特に成
長性や窒素固定能力に優れるへアリーベツ
チ (VICIavjJosa Roth.) および赤クローパ
(1'，刀70JJumInCaTnatum L.)を用い、本研究セ
ンターの上場実験闘場(唐津市神田、まさ土タ
イプ土壌)において行った。供試種子は雪印種
苗(株)より購入し、播種は2006年11月4日
に行った。播種量は10a当たり 4kg、播種方法
は散播で、播種後れいきで表面をかき混ぜるこ
とにより覆土とした。播種高官にトラクタによる
ロータワ耕を行い、施肥は行わなかった。 2007
年5月26日に各匿ランダムに選んだ3ヵ所につ
いて50x50c mの枠の範囲内で地上部を刈り取
りし、 800C48時間通風乾燥後乾物重測定およ
び震素含量分析を行った。窒素分析はケルダー
ル分解後比色吸光法によって行った(植物栄養
実験法編集委員会、 1990)0 5丹29日に両作物
の地上部残濯を土壌にすき込んだ。
2) トウモロコシの栽培
供試品種は、雪印種苗(株)より購入した飼
料用品種スノーデント 118であった。播種は6月
20日に行った。播種前には施肥は行わなかった。
播種密度は畦関75cm、株間20cm、 l株2粒と
した。トウモロコシ成熟期の9月20日に、各区
においてランダムに3か所を選ぴ、連続した5株
(1メートル)をサンプリングし、ガラス温室で
風乾後、茎葉および穂に分け、それぞれの乾物重、
並びに窒素含有率を測定した。窒素分析は上述
の繰肥の場合とi司様に行った。
3.結果
両緑肥作物は、播種後順調に成長し、赤クロー
パは翌年4月中旬より、そしてへアリーベツチは
同5月上旬より開花し、その後5丹上旬には赤ク
ローパが、そして5月下旬にはヘアリーベッチが
枯れ始めた(図 1)0 5月26日にサンプリングし
た結果によれば、地上部乾物重は赤クローパで
は約1000g/m'で、あり、へアリーベッチの約1.5
倍高かった(図2)。また、両作物の地上部の窒
素含有率を測定したところ(表 1)、赤クローパ
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図1 両緑肥作物の賠花期の様子。
上:赤クローパ、下:へアリーベッチ
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表2 トウモロコシにおける土壌からの窒素阪収襲
茎葉
乾物重 窒素含有率窒素吸収量
(g/m2) (%) (g/m2) 
コントロール 409. 7 O. 19 O. 78 
クロー パ 634. 7 0.38 2.41 
ヘアリーベッチ 642. 7 0.31 1. 99 
表1 繰自E作物による窒素蓄積墨
乾物主主 窒素含有率窒素蓄積量
(g/m2) (%) (g/m2) 
クロー バ 1068.2 1. 73 18.48 
へアリー ベッチ 702. 7 1. 78 12.51 
註1) 窒素蓄積畿は，緑肥作物を全議土1棄にすぎ込んだ場合
の土壌中の全窒素増加皇室とみなすことができる
註2)・乾物中は地上部のみで根を含まない.
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図3 トウモロコシの地上部成長霊
では1.73%、ヘアリーベッチでは1.78%であ
り、両者の差はほとんどなく、その結果すき込
みによる土壌への窒素補給は、赤クローパでは
18.48 g/ばであり、へアリーベツチ(12.51g/ 
rn')より高かった。
トウモロコシは播種後順調に出芽したが、出
芽後一部の幼苗がカラスによる食害を受け、追
播を行った。出芽約4週間後に中耕、培土を行っ
た。トウモロコシの地上部成長量は図3に示し
た。茎葉部重はコントロール区の約400g/rn'に
対し、亦クローパ、へアリーベッチの両毘とも
約650g/rn'で、あった。しかし、茎葉部の窒素合
は、コントローlレ区の0.19%に対し、へアリー
ベッチ思では0.31%、赤クローパ区では0.38%
と最も高かったため、茎葉部による窒素吸収量
は赤クローバ区で最も高かった(表2)。また、
子実
乾物重 窒素含有率窒素吸収量 全窒素吸収量
(g/m2) (%) (g/m2) 
207.6 1.11 2. 30 3.08 
491. 1 1. 34 6.58 8.99 
556.9 1. 31 7.29 9.28 
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穂重はコントロール匿の約200g/ぱに対し、赤
クローパ区では約500g、ヘアリーベッチ区では
約550gであり、処理区間の差異は茎葉部より
も大きかった(図3)。また、両緑肥すき込み区で
差異がみられなかった茎葉部とは異なり、穂の
重さは赤クローパ毘よりへアリーベッチ区で高
く、その結果穂、による窒素吸収量はヘアリーベツ
チ区で高かった(表 2)。全体でみると、緑肥
作物のすき込みによって補給された窒素の約30
~50%はすき込み後のトウモロコシによって吸
収・再利用されていると推定された。
4.考察
冬作物のマメ科緑肥作物の中で、ヘアリーベツ
チの窒素閤定能力が最も高く、 10a当たり 10
~ 20kgで、あるといわれている(藤井、 1998)。
本実験では、へアリーベツチの窒素同化量は地
上部だけで10a当たり約12.5kgと推定されてお
り、おおむね前述の報告と一致している。しか
しながら、赤クローパの窒素同化能力はへアリー
ベッチ以上にあり、その理由は、地上部の高い
乾物生産能力によると考えられた。近年、へア
リーベッチはその高い窒素回定能力および雑草
抑制力(藤井、 1995、Fujiiet al. ， 2003、堀
元ら、 2002)が認められ、果樹聞におけるリビ
ングマルチや稲作の緑肥としてよく利用されて
いる。しかしながら、本実験の結果より、一概
にへアリーベッチが優れることにも限らず、導
入に際しては地域や土壌特性によって車種を検
討する必要があると考えられる。また、両作物
の地上部の窒素含有率はほぼ同じく、生育量が
大きかった赤クローパの土壌への窒素補給量が
大きかったが、次作物のトウモロコシの窒素吸
収に対しては影響がほとんど同じか、逆にへア
リーベツチ区において、 トウモロコシの窒素吸
収量がやや高かった。その理由は、へアリーベツ
チの残澄のすき込み後の分解が赤クローパより
早く進行した可能性があると考えられる。
ところで、近年全国各地に農業後継者不足に
よって、休耕毘や耕作放棄地が増加しており、
全耕地面積の約5%にも達していると推定され
ている。特に中山間地域では20~ 30%に達す
るところもあり、耕作放棄地対策も急務となっ
てきている。このような情勢の中、休耕地にお
いても保全の目的で被覆作物を栽培することが
増えてきた。雑草抑制の観点からなされた研究
報告によれば、緑肥作物のへアリーベッチは強
し、被覆力で、春から初夏の雑草抑制に優れ、緑
把作物としての効果もあることから、最も実
用性の高い植物として注目されている(藤原、
2000)。実際に、娼地、果樹園、休耕地などで、
へアリーベツチ4~ 5kg/10aを秋播きすること
で、春から初夏にかけての雑草をほぼ完全に抑
制することができるといわれている(花野ら、
1998)。本実験では、観察のみであるが、赤クロー
パおよびへアリーベッチを栽培した区では、生
背中は他の雑草の発生が全くみられず、春に枯
死後、土壌にすき込まずにそのまま放置した場
合でも、 6月までは雑草がほとんど生えることが
なかった。しかし、 7月頃になると雑草が現れ始
め、 8月には岡場は完全に雑草によって被覆され
るようになった。したがって、へアリーベッチ
や赤クローパを被覆作物として利用する場合は、
初夏まではその効果を十分発揮できるが、ひと
夏通じての利用は難しいと思われる。
本実験では、上場地区において冬型緑肥作物
の赤クローパおよびへアリーベッチは旺盛に成
長し、窒素屈定能力もかなり高いことが明らか
になった。今後環境保全型農業がますます重要
になってくる当地域においては、両緑肥作物の
導入価値が非常に高いものと思われる。
5.引用文献
藤井義fJ吉 1995.へアリーベッチの他感作用に
よる雑草の制御一休耕地・耕作放棄地や果
樹圏への利用一.農業技術50(5) : 199 ~ 
204 
藤井義精 1998.闘場管理とグランドカバープ
ランツ.有田博之・藤井義晴編、グランド
カバープランツ.農文協、東京. 133-154 
Fujii，Y. 2003. Allelopathy in the natural 
and agricultural ecosystem and isolation 
of potent allelochemicals from Velvet 
bean (Mucuna prurIens) and Hairy vetch 
(Vida vjJosa). BIo Sd. Space. 1 7 (1): 6 
~ 13(2003) 
藤原伸介 2000.被複性マメ科牧草を用いたラ
イブマルチ栽培法.農業および園芸 75 : 
691-699 
橋爪健 1995.緑肥を使いこなす.農文協、東
へアリーベッチおよび赤クローパーによる土壌窒素の補給効果
京 10-53
花野義雄・藤井義晴・佐藤健次・遅揮官子・藤
原伸介 1998へアリーベッチを用いた四国
地域の耕地雑草制御 1993 ~ 1997年場内
試験放びに現地関場調査からの考察一.四
国農業試験場報告62: 45 ~ 70 
堀元栄枝・荒木肇・伊藤一幸・藤井義 u毒
2002. へアリーベッチ (VICIavjJlosa 
Roth) を利用した水田における雑草抑制と
水稲収量への影響.雑草研究47(3) : 168 
~ 174 
日本土壌肥料学会九州支部 2004.九州・沖縄
の農業と土壌肥料 自然と共存した食料供
給基地をめざして 2004. 35-39 
尾形昭逸・藤田耕之輔・松本勝士・実関寛文
1986.マメ科・イネ科飼料作物の混作に関
する研究.第 1報 ソルガムと青刈りダイ
ズ、サイラトロの混作下における乾物生産
および窒素の動態.日本草地学会誌 32 : 
36-43 
宮ロヲヨ男・原悶登五郎 1996. 緑肥の水浸液
とそのキレート作用に関する研究(第 1報)
緑肥の水浸液が土壌中の鉄， リンおよび窒
素の動態に及ぼす影響，佐賀大農索、 28: 
1-16 
宮ロ芦男・片山愛子 1982 緑肥の浸水液とそ
のキレート作用に関する研究(第3報)土
壌からのりン酸の溶出に及ぼすレンゲソウ
浸水液の影響，佐賀大農薬， 53: 75-83 
芝山秀次郎 1995.環境調和型農業と作物生産
研究一上場地域など、海浜台地の農業にお
ける今後の展望に基づいて一.海と台地 1: 
59-63 
植物栄養実験法編集委員会 1990.植物栄養実
験法第5章窒素化合物分析法.問:友社、
東京. 174-203 
45 
